
 

 

演題 

蝦夷論から見る平泉文化の担い手の起源 
 

東海大学文学部歴史学科考古学専攻教授 松本建速 氏 

要 旨： 
最近国宝に指定された多賀城碑（762年建立）には、その北 120里（約 60km）が蝦夷国

との境だと刻まれる。宮城県最北部以北すなわち現在の北東北３県より北は蝦夷が住む地

域だという。通説的蝦夷論では古代の北東北には縄文文化の人々を祖先とする蝦夷・俘囚

が住み、その地域の現代日本人はその末裔だと考える。また 12世紀の平泉文化の基礎を造

った藤原清衡の母は俘囚安倍頼時の娘であり、当文化の担い手の多くは縄文文化に源を持

つ在地の人々だという見方が普通である。しかしこれは古代日本国政府やそれに連なる

人々が残した文献史料にもとづく説である。本セミナーでは考古学による最新の蝦夷論を

紹介し、平泉文化の担い手の起源を考える。従来とはまったく違う北東北の歴史が見えて

くるはずである。 

 

 ※会場参加のかたは、事前の申し込みは不要です。 

※Zoom参加を希望されるかたは、５月 10日（金）までに下記連絡先までメールにてお

申し込みください。（ただし、視聴のみとなります。） 

   

・会場参加者はマスクをご着用されることをお勧めします。 

・体温が 37.5度以上の場合は入場をお断りする場合があります。 

 

【連絡先】      岩手大学平泉文化研究センター事務局 

〒020－8550   盛岡市上田三丁目 18－33                     Fax   019－621－6529  

                                                   E-mail yoshisat@iwate-u.ac.jp 


